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こ
ど
も
た
ち
の
思
い
や
視
点
が
込
め
ら
れ
た
、
横
浜
の
未
来
を

考
え
る
う
え
で
大
切
な
意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
実
施
し
た
「
中
高
生
の
放
課
後
の

過
ご
し
方
や
体
験
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
か
ら
も
中
学

生
の
意
識
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
調
査
に
よ
れ
ば
、
今
住
ん
で
い
る
町
が
好
き
だ
と
感
じ
て
い

る
中
学
生
の
割
合
は
約
85
％
。
多
く
の
中
学
生
が
、
自
分
た
ち
の
暮

ら
す
横
浜
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
学

生
の
約
９
割
が
、
自
宅
や
自
室
を
自
分
の
居
場
所
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
祭
り
や
こ
ど
も
会
、
町
内
会
の
行
事
な
ど
、
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
経
験
の
あ
る
割
合
が
84
％
で
あ
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
経
験
も
45
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

横
浜
は
、
様
々
な
学
校
行
事
や
小
学
生
の
居
場
所
、
英
語
教
育

や
理
数
教
育
の
機
会
提
供
な
ど
、
小
学
生
の
豊
か
な
選
択
肢
に
溢
れ

て
い
ま
す
。
横
浜
市
内
の
小
学
校
に
通
う
こ
ど
も
た
ち
に
は
、
公
民

連
携
で
行
わ
れ
て
い
る
便
利
な
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
民
間
企
業

に
よ
る
小
学
生
を
支
援
す
る
取
組
も
数
多
く
あ
り
、
小
学
生
の
豊
か

な
選
択
肢
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

市
立
の
全
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学
校
等
の
生

徒
を
招
待
す
る
心
の
教
育
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
音
楽
に
対
す

る
感
性
を
磨
き
、
心
豊
か
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
資
質
や
能
力
を

育
む
こ
と
を
目
的
に
、
多
く
の
市
内
企
業
の
協
賛
を
得
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
ド
イ
ツ
系
企
業
は
、
本
国
で
は
政
府
が
支

援
す
る
女
子
の
技
術
職
志
向
を
推
進
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
毎
夏
開

催
し
、
小
学
生
の
女
子
を
社
屋
に
招
き
、
技
術
職
の
面
白
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
地
元
の
も
の
づ
く
り
企
業
や
商
店
街
が
こ

ど
も
た
ち
の
訪
問
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
事
業
、
企
業
協
賛
に
よ

横
浜
市
で
は
、
横
浜
市
こ
ど
も
・
子
育
て
基
本
条
例
を
施
行
し
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
期
計
画
で
は
政
策
２
「
切
れ
目
な
く
力
強
い
子
育
て
支
援
～

乳
幼
児
期
・
学
齢
期
～
」
、
及
び
政
策
５
「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
た
教
育
の
推
進
」
を
政
策
項
目
と
し
て
明
記
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
政
策
６
で
は
「
豊
か
な
学
び
の
環
境
の
実
現
」
も
示
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
、
「
横
浜
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、

横
浜
で
暮
ら
す
小
学
生
や
中
学
生
な
ど
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

ま
し
た
。
24
名
の
市
内
在
住
の
小
学
生
や
中
学
生
が
参
加
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
デ
ジ
タ
ル
を
通
じ
た
ア
イ
デ
ア
募
集
に
は
、
4
9
7

件
の
こ
ど
も
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
声
を
Ａ
Ｉ
に
よ
り
要
約
し
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
街
の
美
化
や
自
然
保
護
、
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
の
整
備
、
学
校

給
食
の
充
実
、
い
じ
め
や
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り
な
ど
、
多
様
で

真
剣
な
願
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
は
、
身
近
な
体
験

か
ら
社
会
課
題
を
感
じ
取
り
、
よ
り
よ
い
横
浜
を
実
現
す
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
自
分
の
言
葉
で
力
強
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
」

　

 

前
提

一人一台端末を用いた学習の様子

　

 

小
・
中
学
生
の
意
識

寄せられたキーワードをユーザーローカルAIテキストマイニングにより分析

　

 

横
浜
で
暮
ら
す
小
・
中
学
生
の
「
豊
か
な
選
択
肢
」

(１)

(2)

(3)
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市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
英
語
学
習
や
国
際
交
流
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
、
理

数
系
科
目
の
学
習
を
も
っ
と
深
め
た
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を

進
め
た
い
な
ど
、
多
種
多
彩
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
も
揃
っ

て
い
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
で
は
、
一
部
の
自
治

会
町
内
会
で
役
員
に
中
学
生
が
着
任
し
、
夏
祭
り
の
企
画
開
催
、
防

災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

無
理
の
な
い
活
動
を
希
望
す
る
生
徒
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
単
位
や
活
動

単
位
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
自
治
会
も
あ
り
、
中
学
生

の
地
域
参
加
や
社
会
参
加
に
向
け
た
豊
か
な
選
択
肢
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

横
浜
で
暮
ら
す
小
学
生
の
教
育
環
境
は
充
実
し
て
い
ま
す
。
小

学
校
の
始
業
前
の
時
間
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る
小
学

校
の
朝
の
居
場
所
づ
く
り
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
子
育
て
タ
ク
シ
ー
や
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
、
親
子
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
を
支
援
す
る
取
組
、
長
期
休
業
期
間
中
の
市
内
全
て

の
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼
食
提
供
事

業
を
実
施
し
、
小
学
生
や
子
育
て
家
庭
の
ゆ
と
り
を
創
り
出
し
て
い

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
は
、
家
庭
と
学
校
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
つ

な
ぐ
新
し
い
連
絡
シ
ス
テ
ム
す
ぐ
ー
る
の
全
市
立
学
校
で
の
利
用
開

始
、
こ
ど
も
の
登
下
校
の
安
全
性
を
高
め
る
こ
ど
も
・
安
全
安
心

マ
ッ
プ
（
交
通
事
故
・
防
犯
情
報
を
掲
載
し
た
地
図
）
の
活
用
開
始

な
ど
、
市
民
目
線
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
政
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、
英
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
の
増
員
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
３
３
９
の
市
立
の
全
て
の
小
・
義
務
教
育
学
校

で
毎
日
、
英
語
教
育
が
実
施
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
学
び
を
支
援
す
る
取
組
は
横
浜
市
内
の
企
業
に
も
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
は
ま
っ
子
未
来
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
学
校
と
地
域
や
企
業
等
の
外
部
機
関
が
連
携
・
協
働
し
、
社

会
や
地
域
の
課
題
を
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
考
え
、
解
決
す
る
取
組

　

 

小
・
中
学
生
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組

心の教育ふれあいコンサート製品の安全について学ぶ「ガールズデー」ワークショップの様子

こども・安全安心マップ（引用：Googleマップ）すぐーる（画面例）

(4)
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中
期
計
画
で
は
、
政
策
２
に
お
い
て
、
「
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
子
ど
も
が
過
ご
す
環
境
や
安
全

対
策
に
関
す
る
満
足
度
」
を
政
策
指
標
に
据
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

政
策
５
に
お
い
て
は
、
「
横
浜
市
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
示
す
学

力
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
小
学
校
６
年
の
国
語
・
算
数
、
中
学
校
３
年

の
国
語
・
数
学
で
伸
び
を
示
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
」
と
し
て
い
ま

す
。２

０
２
４
（
令
和
６
）
年
９
月
に
行
っ
た
同
計
画
の
中
間
振
り

返
り
で
は
、
政
策
２
の
満
足
度
が
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
は

89
・
９
％
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
は
87
・
９
％
と
な
っ
て
お

り
、
い
ず
れ
の
年
度
も
目
標
値
の
85
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
政
策

全
国
に
先
駆
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生

徒
が
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｓ
Ｅ
Ｐ
ｒ
ｏ
※
や
市
内
在
住
の
外
国

人
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
き
る
は
ま
っ
こ
留
学
、
小
中
学
生
が

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
参
加
す
る
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム 

Y
o
k
o
h
a
m
a　
E
n
g
l
i
s
h　
Q
u
e
s
t
な
ど
、

小
・
中
学
生
が
世
界
へ
羽
ば
た
け
る
よ
う
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

※
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ　

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
略
。

一
つ
の
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｔ
６
人
が
集
ま
り
、
１
ク
ラ
ス
６
人
体
制
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
授
業
を
行
う
。

 

障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
、
例
え
ば
横
浜
市

の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
を
す
る
際

の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
区
の
社
会
福
祉
協
議

会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
移
動
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
に
５
１
３

あ
る
移
動
支
援
事
業
所
（
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
12
月
末
時
点
）

の
情
報
や
移
動
に
か
か
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
等
も
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
の
障
害
児
の
余
暇
を
支
援
す
る
事
業
、
余
暇
支
援
事

業
は
各
区
で
毎
夏
開
催
さ
れ
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
や
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
協
力
し
な
が
ら
、
障
害
児
に
豊
か
な
選
択
肢
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

ほ
か
に
は
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
８
月
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
や
一
部
負
担
金
を
撤
廃
し
た
小

児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を
実
施
。
横
浜
市
立
大
学
の
調
査
※
に

お
い
て
、
高
い
満
足
度
を
得
ま
し
た
。

※
「
ハ
マ
ス
タ
デ
ィ
」

小
児
医
療
費
助
成
に
対
す
る
満
足
度

55
・
５
％
（
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
１
月
）

↓

83
・
１
％
（
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
１
月
）

を
通
し
て
、
「
自
分
づ
く
り
（
キ
ャ
リ
ア
）
教
育
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。 

 

横
浜
で
暮
ら
す
中
学
生
を
支
え
る
政
策
は
、
充
実
し
た
学
校
で

の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ほ
か
、
２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
４
月
か

ら
始
ま
る
「
中
学
校
全
員
給
食
の
実
施
」
、
様
々
な
部
活
動
、
地
域

活
動
参
加
へ
の
支
援
な
ど
、
多
種
多
彩
で
す
。

中
学
校
全
員
給
食
で
は
、
食
缶
に
よ
る
汁
物
提
供
や
生
徒
と
と

も
に
つ
く
る
献
立
な
ど
、
魅
力
あ
る
給
食
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
給
食
で
は
市
内
農
家
が
栽
培
し
た
横
浜
野
菜
が
積
極

的
に
採
り
入
れ
ら
れ
、
食
育
効
果
や
地
域
産
業
へ
の
理
解
促
進
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

中学校給食の食缶による汁物配膳の様子

　

 

中
期
計
画
の
位
置
づ
け
・
振
り
返
り

茅ケ崎台小学校と東京横浜ドイツ学園の環境学習

(5)
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市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

５
の
伸
び
を
示
し
た
割
合
は
、
小
学
生
の
国
語
は
71
・
４
％
と
目
標

値
の
70
％
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
算
数
は
63
・
２
％
と
目
標
値
の

70
％
に
達
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
中
学
生
の
国
語
・
数
学
に
つ
い

て
も
、
71
・
１
％
、
56
・
６
％
と
小
学
生
同
様
、
国
語
の
み
目
標
値

の
70
％
を
上
回
り
ま
し
た
。
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
９
月
に
公
表

し
た
第
３
期
の
振
り
返
り
で
も
、
小
学
生
の
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
中
学
生
は
国
語
・
数
学
と
も
目
標
を
下
回
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
中
間
振
り
返
り
に
伴
い
実
施
し
た
市
民
意
見
の
聴

取
で
は
、
「
小
学
生
や
中
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
を
も
っ
と
用
意

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
図
書

館
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
子
ど
も
も
利
用
し
や
す

い
図
書
館
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
教
育
の
面
か
ら
も
良
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 

こ
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
が
溢
れ
る
都
市
へ

(6)

横浜市中央図書館

　

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
横
浜
市

こ
ど
も
・
子
育
て
基
本
条
例
」
で
は
、
こ
ど
も
の
意
見
の
尊
重
や
こ

ど
も
が
意
見
表
明
す
る
機
会
の
確
保
、
こ
ど
も
の
意
見
の
施
策
へ
の

反
映
や
こ
ど
も
・
子
育
て
関
連
分
野
で
の
こ
ど
も
の
視
点
を
重
視
す

る
こ
と
、
更
に
は
毎
年
、
施
策
へ
の
こ
ど
も
の
意
見
の
反
映
状
況
を

市
会
へ
報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
た

ち
が
学
び
た
い
こ
と
が
学
べ
て
、
述
べ
た
い
意
見
が
社
会
に
届
き
、

理
想
と
す
る
横
浜
の
形
が
実
現
さ
れ
る
、
そ
ん
な
こ
ど
も
た
ち
の
選

択
肢
が
溢
れ
る
都
市
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
子
育
て
世
代
と
同
様
に
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
市
民
活
動
団
体
、
企
業
な
ど
も
こ
ど
も
の
教
育
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
高
齢
者
の
居
場
所
と
し
て
取
組
が

行
わ
れ
て
き
た
場
所
も
、
最
近
で
は
多
世
代
交
流
・
放
課
後
の
こ
ど

も
の
居
場
所
と
し
て
の
機
能
も
兼
ね
備
え
始
め
て
お
り
、
高
齢
者
が

小
学
生
の
宿
題
を
見
る
様
子
や
、
こ
ど
も
食
堂
と
し
て
も
活
用
さ
れ

る
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

市
民
目
線
で
の
子
育
て
支
援
の
取
組
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
持
つ
温
も
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
固
さ
な
ど
、
横
浜

の
都
市
と
し
て
の
強
み
が
あ
り
ま
す
。
公
か
民
か
の
い
ず
れ
か
で
は

な
く
、
公
と
民
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
横
浜
の
教
育
環
境
を
充

実
さ
せ
、
こ
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
が
溢
れ
る
都
市
へ
と
、
そ
の
歩
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
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港北水と緑の学校 体験水田（田奈恵みの里） 水再生センターの見学

多種多彩な環境教育プログラム
　横浜は大都市であることに加え、良質な緑地帯や公園緑地の
整備、全国に先駆けた都市農業の振興、特別緑地保全地区や市
民の森、身近な生物多様性を守る取組など、こどもたちが環境
問題を身近に感じ、学べるフィールドが多種多彩にあります。
　横浜の小学生は焼却工場や水再生センターの見学、上郷森の
家などへの訪問を通じて、都市に暮らす市民の快適な住環境と
自然環境との調和やバランス、環境負荷低減に向けた取組など

を学んでいます。また、NPO法人と横浜市との協働のもと、都
市河川や都市緑地が持つ自然環境の豊かさと風水害時の機能を
同時に学べる環境学習を受講している小学生もいます。小学校
の近郊に農地がある地域のこどもたちは、近隣の農家の支援を
得て、季節の野菜収穫や稲作体験を行っています。
　大都市での市民生活の快適さと、自然環境の保全の調和の保ち
方・その価値を、横浜の小学生は五感を通じて学んでいます。

国際理解教室 都筑・ボツワナ交流児童画展＠都筑区役所

　アフリカ大陸の開発支援をテーマにした国際会議、アフリカ
開発会議（ＴＩＣＡＤ）。初の横浜開催となった2008（平成20）
年の第４回開催（ＴＩＣＡＤⅣ）を契機として茅ケ崎小学校（都筑
区）とベン・テマ小学校（ボツワナ共和国）との交流が始まり
ました。
　両校の３年生が、お互いに伝えあいたいこと、自分たちの日

常を絵画に描き、送りあう「都筑・ボツワナ交流児童画展」は
2014（平成26）年から始まっています。両国の大使館とＪＩＣ
Ａ、無償で輸送協力いただいている日本通運株式会社をはじめ
多くの関係者の協力のもと、児童画を通じた国際交流を続ける
ことができています。

児童画を通じた国際交流


